


· 賃貸住宅退去時の原状回復はどこまでするの？・・・宗像市消費生活センター
（相談事例）

3年間住んでいた賃貸アパートを退去した。不動産屋から精算書が届いたが、入居時に預けていた敷金（家賃の3か月分）から、「クロスの張替え」「ハウスクリーニング」などの名目で補修費用を引かれ、敷金がほとんど戻らなかった。退去時に部屋は綺麗に掃除し、クロスの一部が日に焼けて多少変色していたが、特に破損させた箇所はなかった。補修費用を取られるのは納得できない。
（対応・処理）
相談者に、入居時の賃貸契約書を確認してもらったところ、退去時の項目に『原状回復しなければならない』と書いてあった。

賃貸住宅退去時の原状回復は、国土交通省のガイドラインによると賃借人が借りた当時の状態に戻すという事ではなく「自然な劣化や消耗(傷み)、通常の使用による損耗などは家主側の負担、借主の故意や不注意など、通常でない使用方法で賃貸物を破損、汚した場合は借主側の負担になる」と説明されています。この内容で再度不動産屋と自主交渉するよう勧め、解決できない時は、簡易裁判所で少額訴訟をする方法があると助言しました。

（アドバイス）
退去時のトラブルを防ぐためには、入居時の契約を慎重にすることが大切です。不動産屋が仲介している場合は、契約時に宅地建物取引主任者が重要事項を記載した書面（重要事項説明書）に基づき説明しますので、あいまいな点は確認しておきましょう。そのほか、入居前と退去時の室内の写真を撮っておくようお勧めします。

· パソコン画面に請求画面が張り付いて消えない！･・･福岡県消費生活センター
（相談事例１）
パソコンを立ち上げた時に、身に覚えのないサイトの利用代金について請求する画面が表示されていた。子どもがパソコンで無料動画を見ていたら、別のサイトに飛び、すぐに閉じたが請求画面が消えなくなったという。請求画面に書いてあるサポートセンターに電話したら、登録になっているので退会料を支払わないと解約できない、支払えば請求画面が消えると言われた。支払わないといけないだろうか。
（相談事例２）

無料のゲームサイトで年齢を入力した後、いきなり別のアダルトサイトに登録されてしまった。メールで問い合わせたら、逆に料金請求のメールが執拗に届くようになった。３日以内にキャンペーン価格の９万９８００円を支払わなければ１５万円になり、支払わない場合は、法的な手段に出ると書かれている。どうしたらいいだろうか。
（アドバイス）
契約は双方の合意によって成立するものなので、契約した覚えがない場合は、支払う義務はありません。まずは、請求画面の問い合わせ先に連絡しないことが重要です。

請求画面が消えない場合は、ウィルスに感染させられてしまい、請求画面が勝手に表示されている可能性があります。復旧方法については、「（独）情報処理推進機構（ＩＰＡ）」のホームページを参考にしてやってみましょう。
落ち着いて、最寄りの県・市町村の消費生活センターや消費生活相談窓口に相談してください。
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· 話題のスマートフォンを契約したけれど・・・久留米市消費生活センター
（相談事例）

61歳の男性ですが、最近、携帯電話の機種を変更しました。販売店で「通話が主で、メールもほとんどせず、ウェブサイトは使用しない。」と説明しました。担当者は「これまでの携帯とあまり変わらない料金で最新の機種が利用できます。」とスマートフォンを勧めました。受け取った後、画面に触れたら位置情報と表示され、その場所の写真が何度か出てきました。１ヶ月経った頃、ショップに出向き料金を確認するとデータの通信量に応じて課金されるパケット通信料が高額になっていました。販売担当者はデータ通信機能が「ＯＮ」になり通信量が増えたからだと言います。私は最初に「ウェブサイトは利用しない」と話していました。料金が高くなる場合があるなら、詳細な説明をして欲しかったと思います。

（対応・処理）
当センターから携帯電話会社への問合せには、ウェブサイトやデータ通信を主に利用する人に便利な機器で通話限定の契約はできず、販売時の説明不足・対応の不備は否めないため今回の請求はパケット料金の下限額としますが、今後の利用で不明な点があればショップに確認してほしいとのことでした。

（アドバイス）
今回のケースは販売時の説明不足などがトラブルの原因と思われますが、この携帯の説明書には「データ量の多い通信を行うとパケット通信料が高額になる場合があります」と書かれていました。相談者は機器の解約を望みませんでしたが、機器代金は2年間の分割払いの場合が多く、途中で通信契約を解約しても機器代金の支払いは残ります。期待して購入しても、使いこなせないので売却したいという相談もあります。機能、用途、料金などを慎重に検討したうえで契約しましょう。
· 温泉付き老人ホーム利用権の電話勧誘･・･北九州市立消費生活センター
（相談事例）
　　６日前、自宅にA社から「温泉付き老人ホームのパンフレットを送って良いか」と電話があり、承諾したところ、昨日パンフレットが届いた。その日の夕方、別のB社から「温泉付き老人ホームのパンフレットが届いていないか。あなたが一口２０万円で購入すれば、今週中なら４０万円以上で買い取る。」と電話がありました。怪しいので断ったところ、「なぜ途中で切るんだ」と強い口調で何度も電話がかかり勧誘されます。今後の勧誘を断りたい。

（対応・処理）
　　事例のように、複数の人物や業者が登場し、値上がりすると消費者に信じ込ませる手口を「劇場型」の勧誘と言います。複数の業者に見えますが、裏では連携している可能性が高く、契約してお金を払うとそれぞれの業者と連絡がつかなくなることが多いようです。

　　当センターからは、相談者に詐欺の可能性があることをアドバイスするとともに、相手業者に対し、今後相談者に勧誘しないよう伝え、業者は了承しました。
（アドバイス）
　　温泉付き老人ホーム利用権の投資に関する電話勧誘の相談が急増しています。相談の中には、東日本大震災に便乗し、「震災で困った人達が入居したいと応募が殺到している」などと言って、被災者支援の善意の気持ちに付け込んで断りづらくする手口も報告されています。いずれにせよ「絶対に儲かる」「確実に値上がりする」と言った儲け話には絶対に乗らないようにしましょう。また、断る際はあいまいな返事はせず、きっぱり断りましょう。
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· 夜間のトイレ修理は慌てずに！・・・福岡市消費生活センター
（相談事例１）

夜中にトイレタンクの水が止まらなくなり、慌てて投げ込み広告にあった水道業者に修理を依頼した。修理後、出張費用と修理代で５万円を請求され支払ったが、高額な部品を取り替えたわけでもないのに高すぎないか。

（相談事例２）

トイレが詰まり修理業者を探していたところ、投げ込み広告に見積り無料という業者があったので修理の見積りを依頼した。業者が現場を見るなり８万円前後かかると言うので修理を断わると、出張代7,000円を請求された。広告には出張費用のことは何も書かれていなかったので、納得いかない。
（アバイス）
一般的に修理にかかる費用には、技術料や部品代のほか出張費用などがあります。特に技術料や出張費用などは業者により大きく異なることがあります。

水漏れや排水管の詰まりなどの緊急時に慌てないために、事前に信頼のできる業者を数社調べておくことが大切です。出張費用や見積り費用など、修理費以外の費用についても確認しておきましょう。また、修理を依頼する時は、できれば複数の業者から見積りを取り比較検討しましょう。
· 高齢者を狙う点検商法に気をつけよう《浄水器》･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）
浄水器を購入しているA子さん宅に、２人の男性が訪問し「浄水器を取り付けた業者は倒産した。今回から委託を受けて私共の会社がメンテに来ます。」と古い浄水器を取りはずし、30万円で新しい浄水器を取り付けた。１か月後、以前に浄水器を購入した業者がメンテに来て、倒産していないことが判明し、騙されたことに気が付いた。

（対応・処理）
事実関係を確認するため、センターから業者（大阪市）へ連絡し責任者と話し合ったが、なかなか事実を認めなかったため、信販会社へ事実関係を申し立てると交渉した。その後、相談者自身が確認を怠った点も考慮し、業者が20万円の返金と浄水器を受け取ることで和解した。業者には今後、このような言葉で販売すれば、問題として国民生活センターに注意事項として上申すると厳重注意した。
（アドバイス）
一人暮らしの高齢者には判断が難しく、相談する人や場所がわからないため、被害に遭います。困った時は、最寄の役所や消費生活センターに相談しましょう。
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· 高額賞金が当たる？突然届くメールに要注意！・・・宗像市消費生活センター
（相談事例）

欧州の宝くじを購入代行するという封書がダイレクトメールで届いた。「2000円払えば代行購入を依頼する権利が貰えて、最高50億円の懸賞金が当たる可能性がある。自社が代行すれば国内でも賞金が受け取れる」と書いてある。参加、不参加の返事を出すように書いてあるので、出そうと思うが大丈夫か。（40代　女性）　　　
（処理結果）

全国的に同じようなダイレクトメールが届いていることを情報提供しました。参加費用という名目でお金をだまし取る詐欺の手口だと思われます。新たな個人情報を与えないためにも、申込や問い合わせをせずに無視するよう助言しました。
（アドバイス）

一度だけ参加するつもりでクレジットカード番号等を教えると、毎月参加費用を引き落とされたり、海外で不正に利用されたりと二次被害につながる可能性があります。いったんトラブルに巻き込まれると、業者が海外のため連絡がとれない等、解約も難しくなります。困った時は、最寄りの消費生活センターに相談しましょう。

· 危険な名義貸しに注意しよう！･・･福岡県消費生活センター
（相談事例）
中学時代の同級生から誘われて、自分名義でサラ金３社から借りた１１０万円を相手に渡した。バイト料として２割の２２万円をもらった。友達を紹介すると、友達が借りた金額の１割が紹介料としてもらえる仕組みで、５人の友達を紹介してしまった。もらったバイト料も計算が合わないと言われ、全額いったん返金してしまった。借金の返済は相手がしてくれるはずだが、支払いが滞っている。どうしたらいいか。（20歳　学生）

（対応・処理）
　　相談者には、金融機関からの借金については、契約当事者である名義人に返済義務があることを説明しました。返済が困難になるようであれば、債務整理の方法もあること、学生なので先ずは親に相談してみるよう助言しました。また、被害者が他にもいることから、警察に相談に行くことを助言しました。

（アドバイス）
　　高収入のアルバイトと偽って名義貸しをさせられるトラブルは、学生など社会経験の未熟な若者を狙って数年毎に繰り返し発生する傾向があります。「名前を貸す」ということは、「契約者になる」ということです。名義を貸した人（契約者）が商品代金や借金を支払わなければなりません。友人や先輩など断りにくい関係の人から頼まれたり、誘われたりしても、はっきりと断る勇気を持ちましょう。




 
· 健康食品の金券を買ったけれど騙されているかも！・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

隣人に誘われ、健康食品の店へ行きました。店長が優しく、友達も沢山できるので、毎日のように通い、健康食品を買い続けました。はじめは現金で支払っていましたが「金券のほうがお得ですよ」と勧められ、金券に切り替えました。これまで現金と金券をあわせて2,000万円分ほど購入し、金券は全て店長に預けていました。ある時残高を聞くと、思っていた額よりかなり少なくなっていたので、店長を問いただしましたが、はぐらかされました。解約を伝えたところ、相手にしてくれません。どうしたらよいでしょうか。

（処理結果）

これは、空き店舗などを期間限定の会場とし、講習会などと称して人を集め、健康に関する情報提供をしながら、最終的に高額な健康食品などを契約させる手口です。　

今回のご相談については、当センターより業者に連絡を取り、状況を確認したところ、６００万円の未使用の金券があることが判明し、業者は渋々返金に応じました。

（アドバイス）

事例のように、金券や商品券のまとめ買いを勧められ、親切を装う店員がその金券を預かるケースが多くあり、返金を求めても応じてくれないという相談が寄せられています。

「無料」「格安」などの言葉につられず、ご自分の必要な物を必要なだけ買うようにしましょう。また、期間限定の店舗は、閉鎖後、連絡を取ることさえ不可能になることがありますので、多額の金券などのまとめ買いは危険です。 

困ったり、不審なことがあった場合はためらわず、最寄の消費生活センターまでご相談ください。
· 怪しい郷土史編纂にご注意！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）
４日前、訪問販売で「亡父上の功績を郷土史に載せませんか」と勧められ高額な書籍を契約した。この時担当者は「代金の一部を支払って欲しい」と言ったが、「現金が無い」と言うと「銀行まで付き合う」と言われた為、銀行に行き前払い金３万円を支払った。

契約した後、担当者が説明した父の話や見せられた写真は、亡父が１１年前購入した同種の書籍とまったく同じ内容・写真だった。騙されたような気がする。

クーリングオフしたい。（50代女性）

（対応・処理）
　クーリングオフの通知の出し方を情報提供し、返金が無い場合は消費者センターに再度相談するよう助言した。その後、相談者から無事返金されたと連絡があり解決した。
（アドバイス）
　この事例は、過去の契約を利用した二次被害といえます。幸い相談者は契約直後、本の内容が１１年前の書籍と同じものであることに気が付き、解約希望しています。クーリングオフ期間中であれば無条件解約となりますが、その期間を過ぎると解約は困難になる場合がほとんどです。契約するときは、慎重に検討した上でしましょう。　





· リフォーム工事は慎重に！・・・福岡市消費生活センター
（相談事例１）

水道局の方から来たと言って、排水管の洗浄契約を勧められた。水道局から来たのだったら信用できると思い契約した。契約後に床下などを見て、シロアリ駆除や床下換気扇の設置もしたほうがいいなどと次々にリフォームの契約を迫られた。
（相談事例２）

訪問販売で住宅のリフォーム契約をした。仕上がりに納得できず、業者に工事のやり直しを指示したが工事に問題ないと言って承諾しないうえ、工事代金の支払いを求められた。
（アドバイス）
○その場ですぐに契約せず、本当に必要な工事なのか信頼できる業者などに相談しましょう。

○必要ない工事は、はっきり断りましょう。

○リフォームが必要な場合は、数社から見積りをとり、価格だけでなくアフターサービスなどメンテナンスに関する事項なども参考にして比較検討しましょう。

○工事の過程において、業者と一緒に施工状況を確認しながら記録をとり、疑問や不審に思った場合は、業者に説明を求め双方納得の上で工事を進めていくなども、トラブルにあわないための１つの方法です。
· 電話で勧誘『雑誌に俳句を掲載しませんか？』･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）
Ａさんは俳句が上手く趣味として長年続けており、１０年前には句集を自費出版した。最近、突然代理店を名乗る所から電話があり、『貴女の俳句はすばらしく、人の心に響きます。ぜひ雑誌や新聞に載せないか』と毎日勧誘された。断っているにもかかわらず、『任せてくれたら悪いようにはしない』と言うので、根負けして４誌掲載することにし１９万円で契約してしまった。解約したい。（８０代女性）

（処理結果）
　　電話勧誘であり、書面が届いてから８日間はクーリングオフが可能であるので、通知書の書き方を指導し業者へクーリングオフを伝え了承を得た。その後、業者が再度相談者へ連絡し、句集の販売営業広告になるので、クーリングオフは出来ないと言って来た。契約者本人は句集を販売する意思はなく、また強引な勧誘方法を指摘したところ、業者は非を認め、解約に応じた。

（アドバイス）
　　業者は高齢者の自尊心をくすぐり、言葉巧みに勧誘して来ます。一度掲載すると名簿に残り、再勧誘して高額な代金を請求されます。趣味にはお金をかけないで、楽しむ程度にしましょう。

　　困ったら、最寄りの消費生活センターに相談しましょう。　





· アフガニ（外国通貨）で儲かる！？・・・福岡県消費生活センター
（相談事例）

７月末、Ａ社から外国通貨アフガニ（アフガニスタンの通貨）の購入を勧めるパンフレットが届いた。数日後、別の業者Ｂ社からその通貨を２倍で買い取りたいという電話があった。「あなたの名前でないと購入できないから、申込書だけ書いて欲しい。お金はいらない。」ということだったので、了承して申込書を送付した。ところが、後日Ａ社から電話があり、「期日があるから入金してくれ」と迫られ、言われるままに８回に分けて１４００万円振り込んでしまった。買取りの約束をしたＢ社担当者は、買取りの日に交通事故にあったと言って来なかった。（６０代女性）
（処理結果）
Ａ社とＢ社は共謀している可能性が高いことを説明し、早急に最寄りの警察署に相談するよう伝えました。

（アドバイス）

　　昨年度から、換金性の乏しい外国通貨の購入を消費者に持ちかけるトラブルが多発しています。通貨の種類は、昨年はイラクディナール、スーダンポンドでしたが、今年に入ってからは、アフガニの相談が多くなっています。業者は「今後経済発展を最も期待できる国、購入すれば５倍になる」などと説明しますが、業者の説明を鵜呑みにしてはいけません。事例にあるように、買取りが実行されることはまずありません。

　　このようなケースでは業者と連絡がとれなくなる場合も多く、一旦入金すると返金の可能性は非常に低くなってしまいます。うまい儲け話はありません。きっぱりと断りましょう。
· 山奥の土地が宅地に？･・･宗像市消費生活センター
（相談事例）

訪問販売で、「大型商業施設近くの土地を見に来ませんか？」と勧められた。見に来てもらうだけで、自分が正社員になれるとか、数年後に宅地に変更できるので老後の資産になると言われ、見に行くことにした。２日前、業者の車で現地に行ったが山奥だった。断って帰れる状況ではなく、テントの中で契約した。電気も水道もない山林が、本当に宅地になるとは思えない。書類を見ると、会社設立が半年前というのも気になる。解約したい。

（処理結果）
　特定商取引法のクーリング・オフ期間中であり、契約書面の中にもクーリング・オフの記載があったので、クーリング・オフする旨を書いたハガキを特定記録郵便で出すことを助言し、解約することができました。

（アドバイス）

　土地を所有しても、道路が共有になっていることで、売却ができないとか、会社と連絡が取れなくなったということがよくあります。「将来宅地になる」「老後の資産になる」などの説明をされても鵜呑みにせず慎重に考えましょう。

　




· 未公開株の勧誘方法が悪質巧妙化しています！・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

１０年前、商品先物取引に５００万円投資したところ、その業者は倒産してしまいました。数日前、当該業者の元社員という人から電話があり、「倒産した会社にはヨーロッパの永世中立国に隠し預金があります。当時の被害額をお返しすることができるようになりましたが手続きが必要です。」と言われました。手続き方法を尋ねたところ、「ある会社の株を購入していただければ結構です。」と説明されました。その会社に問い合わせると、「残りがわずかとなっています。急いで購入されたほうがいいですよ。」と言われました。そのまま放置していると、国民消費者連絡センターと名乗る機関から連絡があり、「困ったことはありませんか。ボランティアで相談に乗りますよ。」と言われたので、株購入の話をすると「急いで手続きした方が良いですよ。株が無くなっては手遅れになります。これまで約１５０名の方が全額返金を受けていますよ。」と助言されました。本当に株を購入したら、投資したお金が戻ってくるのでしょうか。（７０代　男性）

（アドバイス）

投資したお金が戻ってくることは、ありません。これは、すべての人物が組織的にお金を騙し取るために、被害金額を取り戻すことを条件に手数料の支払いや新たな未公開株の購入を要求してくる『劇場型』の悪質投資商法であり、被害に遭った人に対して二次的な被害を与えるものです。最初は、「そんな話はあるはずがない。騙されるものか。」と思っていながら、「元金を取り戻したい」という気持ちが強くなってしまいます。その上、国民生活センター、消費生活センターなど実在する組織に似た名前を使って消費者を信用させ、株の購入を急がせるのも、悪質業者の計画的な犯行です。一度お金を振り込んでしまうと、相手とは連絡が取れなくなり、また被害者になってしまいます。安易に儲け話を信用しないようにしましょう。

困ったことや、不審なことがあった場合は、ためらわず、最寄りの消費生活センターまでご相談ください。

· 美容歯科治療は慎重に！･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

カウンセリング無料と書かれた雑誌広告を見て美容歯科に行った。医師のカウンセリング後、前歯４本を削りセラミックをつける３０万円の契約をし、カード払いとした。その日はレントゲンと歯型を取って帰った。夜に奥歯が痛み出し、前歯を削ることに不安を感じるようになったので、数日後解約を伝えたところ、解約料として６万円を請求された。解約料の書面は受け取っているが、高額すぎる。その場の雰囲気にのまれ契約した自分も悪いが、当日受けた分の費用以外は払いたくない。　
（処理結果）
　消費者契約法では、解約料の定めがあっても事業者の平均的な損害額を超える解約料の場合、超える部分は無効となっています。

　センターから事業者にどういう費用が発生しているのか尋ね、減額交渉しましたが、規定どおりとしか回答されませんでした。そこでセンターで実施している法律相談を案内し、「内容証明郵便で通知するように」との弁護士の助言をうけ、相談者は事業者へ通知しました。その後事業者からセンターへ連絡が入り、２万円の解約料で合意となりました。

（アドバイス）

　美容医療は健康保険が使えず、医療機関が費用を独自に設定できる自由診療です。医療機関を選ぶ際は、広告だけで判断せず他の医療機関などの情報も集め比較しましょう。契約内容や費用の内訳、解約料、リスク等納得できるまで説明を求め、しっかり検討することが大切です。

　
あ

· 強引な排水管清掃工事が横行しています！・・・福岡市消費生活センター
（相談事例）

昨日の昼間、高齢の母が一人で留守番していると、「下水の調査をする」という業者が訪ねてきた。母の承諾も取らないまま工事がなされ、その後「施工承認書」を渡され３万円の工事代を支払った。夕方、母から話を聞いて不審に思い、警察へ相談したら消費生活センターを紹介された。業者から受け取った「施工承認書」にクーリングオフの記載はあったが可能か、また今後の対応を聞きたい。
（処理結果）

訪問販売で書面を受け取ってから８日間は、クーリングオフが可能なので、通知書の書き方を指導するとともに、返金がない場合は、再度消費生活センターへ相談するように相談者へ助言した。併せて事業者に相談者がクーリングオフするので返金するよう伝え了承された。

また、点検と言いながら工事をすることについて問題がある旨指摘し、相談者宅へ今後一切の勧誘をしないことと、相談者の情報を削除するように求めた。

後日、相談者から返金されたとの報告があった。
（アドバイス）

○必要のない工事ははっきり断ることが大切です。一度玄関に入れると断りづらくなるので、知らない相手の場合ドアを開けないようにしましょう。
○事業者の説明をうのみにして慌てて契約しないようにしましょう。
○訪問販売の場合は、契約書面を受け取ってから８日以内であれば、クーリングオフ（無条件で契約を解除することができる制度）できます。

○クーリングオフは、工事が施工されていても、事業者は無償で原状回復をしなければならないとされています。また、クーリングオフの期間が過ぎていても「特定商取引法」や「消費者契約法」による取消しができる場合もあります。あきらめず早めに消費生活センターにご相談下さい。
· 投資金の２次被害に注意！･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）

A子さんは、２年前投資話で騙され、６００万円を取られて泣き寝入りしていました。最近「過去の投資金を取り戻すことが出来ます。」との電話に飛びつき、早速６０万円の手数料を用意しましたが、不安になり相談に来られました。

（処理結果）
　  まだお金を払う前でしたので、相談者に「お金を取り戻してやる」とは根拠がなく、言葉だけであることを説明。お金だけ取られて、相手と連絡がつかなくなる等の危険性を伝えました。本人もその事に気づき、６０万円は払わずに難を逃れました。

（アドバイス）

　  投資金は、一度払うと戻る確率がほとんどありません。投資で失敗した人は、取り戻したいとの気持ちが常にあるため、投資金を取り戻すことが出来ると言われると信じてしまい、二次被害にあうケースが多いのです。

　  相手は、人の心理につけ込み、言葉たくみに勧誘してきます。冷静になり、最寄りのセンターに相談することです。うまい言葉でお金を取る詐欺が多い事を知っておきましょう。
　


★アフターサービスのはずが…思わぬ契約にご注意！・・・宗像市消費生活センター
（相談事例）

昨日、「以前購入された健康器具のアフターサービスです。」と業者が訪問してきた。器具の使用法などを説明しながら、足を指圧し「あなたの膝は特にひどいので、この器具ではこれ以上治療は難しいですが、このサプリメントを飲めば、すぐに病気が治りますよ。」と言われ、高額な健康食品を勧められた。病気が治るならと契約したが、やはり高額なので解約したい。
（処理結果）

　 健康器具などを購入したことがある人に、点検やアフターサービスですと言って訪問し、新たに高額な健康食品などを契約させる手口です。

今回の契約は訪問販売なので、8日以内であれば、クーリング・オフで契約解除できることから、書面でクーリング・オフの手続きをするよう助言し、無事解約できました。

（アドバイス）

「病気や怪我が治る」「健康になる」などの効能、効果をうたったセールストークは薬事法に抵触する場合もあります。セールストークを鵜呑みにせず、家族や友人に相談するなど慎重に検討しましょう。クーリング・オフ期間を過ぎても勧誘方法に問題があれば解約できる場合もありますので、最寄りの消費生活センターにご相談ください。

★ 折り込みチラシの商品購入は慎重に！･・･福岡県消費生活センター
（相談事例）

折り込み広告に掲載されていた２万円のミシンを注文した。昨日、事業者が商品を持って来たが、操作が難しく使い勝手が悪かった。そこで事業者から“機能が豊富で性能が良く操作が簡単です”と別の商品を勧められ、結局２２万円のコンピューターミシンを購入してしまった。
頭金２万円を支払い、残りは２０万円のローンを組んだが、冷静になって良く考えると高額だと思う。解約か安い商品と交換したい。
（処理結果）
　  注文していない別の高額なミシンの販売は、特定商取引法の「訪問販売」に該当すると考えられるので、クーリング・オフは可能であることを説明し、契約解除通知の出し方を助言した。交換であれば自主交渉となり、販売店と良く話し合うよう伝えた。
（アドバイス）

　  安い商品をおとりに使って注文を取り、高額商品を売りつけるやり方はよくある方法です。
  　事業者の言うことをそのまま信用するのは危険です。高額商品を購入する時は慌てず、ゆっくり考える

余裕が必要です。また、家族や友人と相談してから契約しましょう。
　


★「海外宝くじ」高額賞金に当選？　信用しないで！・・・北九州市立消費生活センター
（相談事例）

昨日、中国から「貴殿名義の未処理賞金を確認しています。受給額２億3,200万円以上の賞金授与のため、「賞金支払請求書」の迅速な返送及び手続き手数料５千円の振込みが必要です。返信が確認できなかった場合は、あなたの全データが永久抹消され、今後一切の賞金の受領が不可能になります。」というエアメールが届きました。そのような懸賞に応募した覚えはありませんが、賞金請求資格を失いたくないので、５千円振り込もうと思いますが良いですか。（７０代　女性）

（処理結果）

最近、申し込んだ覚えがないのに、中国や香港から宝くじや懸賞に当選したという内容のエアメールが届いたという相談が急増しています。手数料を払えばすぐに高額賞金が貰えるような書き方をしていますが、実際は、手数料を詐取することが目的の詐欺の一種と考えられます。高額賞金が手に入ったケースは今のところ確認されていません。

特に高齢者の被害が多く、安価な手数料で高額賞金が手にはいると思い払い込むケースが多いため、周囲の方々は日頃の会話に注意を払うなど心掛けて下さい。

（アドバイス）

問い合わせ先などが書いてある場合もありますが、連絡すると、電話番号などより多くの個人情報が漏れる原因になりますので、絶対に連絡しないようにしましょう。

また、クレジットカード番号を記入させる場合もありますが、一度カード番号を知らせてしまうと、長期間料金を引き落とされるなど悪用されることもあり、大変危険です。

詳しくは、お近くの消費生活センターにお問い合わせください。
★ メール交換で大金が入る？･・･久留米市消費生活センター
（相談事例）

携帯の副業サイトから、メール交換するだけで大金が手に入るというブログを見つけました。サイトをクリックしたところ、Ａサイトにつながり、年齢、名前等を登録しました。１分も経たないうちに複数のサイトからメールが来て二人とメールのやり取りを始めました。

相手から「ただでメールをするのは申し訳ない。先にお金の振込をしたいので口座番号を教えて欲しい」と言われ、口座番号を送信すると「文字化けして見られない」と二人とも同じ内容の返信メールが来た。最初の無料ポイントが無くなり、いろいろな支払い方法でポイントを購入して支払ったが、騙されたと気が付いたので返金して欲しい。

（処理結果）
相談者は、複数のサイトでメールのやり取りを行い、ポイント購入代金はクレジット、コンビニ決済、現金振込の支払い方法をしていました。決済代行業者など複数の業者が入り組み、お金をどこにいくら支払っているか分からない状況でした。

カード会社請求書、振込用紙、コンビニ受領書を整理して、やり取りした内容書面、メール履歴等を決済代行業に送付した結果、サイト運営会社数社とは和解に至りましたが、１社だけ連絡が付きませんでした。
（アドバイス）

相談者は、最初は無料ポイントを用いて相手とメールのやり取りをしていました。「お金を振込む」と言われ口座番号を返信するところから、ポイントを購入しないとメールの返信ができなくなりました。口座番号は文字化け、すぐに返信しないといけない等、絶えずメールの交換をしている状態になり、２０日間で１００万円を支払っています。

消費者は、サイト運営会社が構造的に消費者を誘導し誘惑してサイト利用行為を継続させて、収益を上げている事実があることを認識する必要があります。
　


★急増する利殖商法のトラブル！・・・福岡市消費生活センター
（相談事例）

「封書が届いた人だけが買えるＡ社の債券を代りに買ってほしい。」と突然電話があったが、封書は届いていなかったので断った。数日後、封書が届きＢ社を名乗る女性から「買いたい人が大勢いるので私の代りに買ってほしい。買ってくれたら２割の手数料を払い買い取る。」と言う電話があった。代りに社債を買って２割の手数料がもらえるなら買ってもいいと思うが信用できる話だろうか。
（処理結果）

劇場型の利殖商法の手口と思われるので、話しには絶対乗らないように助言するとともに、警察にも情報提供するように助言した。
（アドバイス）

○その気にさせる巧妙な手口！「劇場型」勧誘に気をつけましょう。

　劇場型とは、複数の事業者が共謀し、巧みな演出などで消費者に契約をせまる手口です。

○契約後、業者と連絡が取れなくなってしまうことが多く、実際に買い取りが実行されることはありません。

○「あなただけ」「必ずもうかる」「残りわずか」などの誘い文句を信じない。

　あなただけがもうかるうまい話はありません。

○事例の他にも「過去に被害にあったお金が取り戻せる」などと持ちかける手口もあります。特に過去に何らかの投資トラブルにあった高齢者が多く狙われています。

○内容が理解できない取引には手をださない。

○知らない業者や不審な業者から勧誘があったら、契約する前に消費生活センターへご相談ください。
★ サイトの友人募集から、デート商法に注意！･・･飯塚市消費生活センター
（相談事例）

A子さん（２２才）は、友人サイトにアクセスをして男性と友人になり、男性と会うことになった。いざ会ってみると男性は身の上話から始め、仕事の話になり、自分は宝石のデザイナーであり、自分がデザインしたネックレス（９６万円）を購入するよう朝１０時から夕方６時まで延々と説得され、断わりきれず仕方なく契約してしまった。しかし、良く考えると高額で払えない。

（処理結果）
父親と来たA子さんは、無口でなかなか契約までのいきさつを話す事ができませんでした。又、契約から１ヶ月過ぎていましたが、気長に聞き取りをするうち、朝１０時から夕方６時までの長時間勧誘した事、加えてサイトには友人募集としながら、目的は宝石を勧誘する為（目的隠匿）等の問題点が見えてきたため、直接業者へセンターから交渉した結果、業者も非を認め解約に応じ返品する事で解決しました。

（アドバイス）

　　最初の入り口は友人募集等で人を集め、宝石等を売る悪質な商法です。男性は女性、女性は男性と出逢いの場を利用して契約を迫ります。

　　おかしい、困ったと思ったら即相談することです。月日が経過すると解決が困難になります。一人で悩まず誰かに相談することが大事です。


各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。








各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。





各消費生活センターの相談窓口　●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）　　　　　


久留米市　０９４２－３０－７７００　


飯塚市　　０９４８－２２－０８５７　


宗像市　　０９４０－３３－５４５４　　　　　　　　＊電話のかけ間違いにご注意ください。








